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　2024 年 1 月 1 日夕刻，能登半島地震が発生しまし
た。被災されたすべての方々に，心からお見舞いを申
し上げます。この災害は，2011 年の東日本大震災や
2016 年の熊本地震から年月が経過した現在も，日本が
自然災害から逃れられない国であることを改めて痛感
させる出来事でした。日本は地震対策において技術や
知識が向上してきた一方で，特に地方都市や離島部で
は依然として災害対応の不安が残されています。今回
の能登半島地震も，被災地への医療支援や救援活動の
迅速な対応が求められましたが，集中豪雨による甚大
な被害も重なって，まだまだ復興にはほど遠いのが現
状です。課題はいまだ多く，改善の余地があると感じ
ざるをえません。
　近い将来，ほぼ確実に発生すると予測されている南
海トラフ地震は，私が住む名古屋も含めた広い範囲に
甚大な影響を及ぼす可能性が指摘されています。この
ような状況もあり，震災発生においてはいつも，我が
身に起きたことのように心を痛めています。この地域
でも震災が発生すれば，従来の病院機能を超えた対応
力が求められるでしょう。名古屋を含む東海地方の医
療機関がどこまでの覚悟と準備をしているのか，問わ
れる時が来るかもしれません。
　また，ここ数年で目立つようになった異常気象，特
にゲリラ豪雨も都市部に大きな打撃を与えています。
集中豪雨による洪水や土砂崩れは都市インフラを破壊
し，人的被害も深刻です。私が出張で頻用する東海道
新幹線も豪雨による計画運休がたびたびあり，東京か
ら大阪の伊丹空港経由で名古屋に戻らざるをえなかっ
たこともありました。もちろん公共交通機関の計画運
休は利用者の安全確保優先の観点から必要であり，今

後も増えてゆくでしょう。異常気象においても震災同
様，災害時における避難行動や医療体制の再検討が急
務となっています。こうした災害に対して，私たち医
療関係者は常日頃からの防災意識を高め，地域に貢献
できる体制を整えなければなりません。
　整形外科医の私たちは，災害後に発生する多くの外
傷患者の治療に直面することが予想されます。地震や
津波，集中豪雨などの自然災害では，多くの人々が同
時に負傷し，医療施設に急激に患者が押し寄せる状況
が発生します。当大学附属病院も救急センターや外傷
治療の本格的な拡充に乗り出しました。災害に対応で
きる医療環境の整備とともに，私たち整形外科医も日
常の診療に加え，災害時には迅速かつ的確な判断と処
置を求められることを自覚し，できる限りの準備と覚
悟を持って日々の業務に臨む必要があると感じます。
　このような状況の中，本号の特集は「整形外科医の
災害対応のあり方―能登半島地震の経験より」として
いただきました。黒住健人先生ご企画のもと素晴らし
い内容になっており，企画者の黒住先生をはじめ，貴重
な論文をご執筆いただきました著者の先生方に感謝い
たします。本特集の内容は能登半島地震のご経験や日
本整形外科学会災害対応委員会の対応，過去の震災の
経験を踏まえた対策とともに，日本災害リハビリテー
ション支援協会や国際緊急援助隊医療チームの活動の
紹介など，幅広く網羅的なものになっています。そして
私が先に申し上げた，整形外科医や医療従事者として
の災害に対する備えと覚悟についても読者の皆様に考
えていただける貴重な内容だと思います。本特集を通じ
て，災害に対するより適切な医療機関の環境整備と医療
支援につながることを期待しています。 （今釜史郎）
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